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いう点においても効果が期待できる．

・改善提案の指摘は 件という結果であった．熟練度高では 件のみではあるが指摘で

きており，欠陥指摘とは逆に手法の効果は得られていない．原因としては，改善提案

はレビューア個人の経験に依存しており，手法の勘所集作成に当たって過去の不具合

情報と指摘情報以外に，改善提案情報を含めることが出来ていないことにある．

改善提案情報は，不具合に直接関連する部分ではないため，記録として残されていな

い場合も多く，本手法で解決するには，情報の整理の仕方も含めて今後の課題である．

アアンンケケーートト結結果果ににつついいてて
・アンケートでは肯定的な意見が多かった．この結果については模擬レビューの実施結

果で勘所集を元に指摘ができた件数が 件あったことが影響していると推測される．
・手法の改善点として挙げられた意見は，評価実施において，運用フェーズの教育と改

善フェーズの取り組みが不十分であったために挙がったものと推測される．この点に
ついては，手法の流れに沿って全てのフェーズの作業を実際に繰り返し実践してスキ
ル向上を実感してもらうことで改善可能と考える．

ままととめめ

結結論論

本研究では，派生開発のレビューにおいて，レビューアの熟練度の差により，指摘の有

効度合いに差が出てしまう課題について，熟練レビューアの指摘観点を集約したレビュー

勘所集を作成し，それをレビューにおいて活用することで，レビューアの熟練度が低い場

合でもレビューの品質を向上させて解決する手法を提案した．

研究員のプロジェクトにおいて，本手法を適用して行ったところ，熟練度低のレビュー

アによる欠陥指摘件数が増加し，手法が有効であることが確認できた．

背景で述べたようなソフトウェア開発の短納期化は今後も加速していくと考えられ，レ

ビューア・対象成果物・時間の全てが万全とは言えない状態でレビューを実施しなければ

ならない状況の増加が想定される．そのような場合に備えて，一人でも多くの熟練レビュ

ーアを育成しておくことで，レビュー品質を維持することが可能であり，その課題解決の

ためには本手法が大いに役立つことが期待できる．

今今後後のの課課題題

実際の現場への普及を進めるにあたり，取り組むべき課題を示す．

熟練レビューアのサポートの負担軽減，および，費用対効果の実績収集

（手法全体として熟練レビューアに求められる役割が多いため）

勘所集が大きくなった場合の管理と更新後の再教育

（製品・システムの派生開発の繰り返しにより，教育すべき勘所が増加するため）

また，本手法は，レビュー時の重要な改善提案の指摘も含め，属人化が課題となってい

る他分野への適用も可能であると考えられるため，適用分野の拡大にも取り組みたい．
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付付録録 11..  研研究究員員ららのの組組織織でで取取りり組組んんででいいるる品品質質向向上上にに向向けけたた活活動動のの取取りり組組みみ状状況況  

活動 1：チェックリスト作成 

IPA「組込みソフトウェア向け設計ガイド ESDR」元に，設計上必須となる部分と，過去 

の不具合事例を含めてチェックリスト化している．  

<課題> 

・項目数が多く，[システム・装置仕様編]と[設計編]で合わせると 80 項目以上ある． 

 仮に 1 項目 3 分で考えるにしても 4 時間かかり労力がいる． 

・[はい，いいえ，対象外]の判断基準が明確でないため，熟練者でないと上記の時間で

チェックをしていくことは難しい． 

・設計者側のセルフチェックの意味合いが濃く，レビューの場でリストのチェック内容 

  を一つ一つ確認することはない． 

活動 2：不具合管理票の作成 

開発で発生した不具合について，[不具合を作り込んだ工程，内容と原因，今回の対応， 

恒久対策]を帳票に記入して残す． 

<課題> 

・開発中はレビューの場でその時点での関係者には水平展開されるが，その開発が終了 

  してしまうとその後に積極的に見られることはほぼない． 

（チェックリスト見直し時に必要に応じてチェック項目に含めるが，管理表 No との 

紐づけまではできていない） 

・管理表の記録の残し方の粒度も作成者に依存してしまうため，必要最低限の情報のみ

記述されているような場合，熟練者とそうでない場合で不具合に対しての理解度の差

が大きくなってしまう． 

  （修正とリリースに追われて，ドキュメントは後回しになりがちな背景もある） 

活動 3：QuickDR における DRBFM（Design Review Based on Failure Mode）シートの活用 

設計変更内容をレビューで分かりやすく示すために DRBFM シートを活用している． 

<課題> 

・説明者側のためのシートの意味合いが濃く，レビューア側も変更内容が理解しやすく 

  易くはなってはいるが，不具合に気付けるかは結局レビューアのスキルに依存する． 

・帳票がハードウェア開発向けのため，ソフトウェアで使う場合，無理矢理帳票に合わ 

せて書かれているため表現が難しい． 

活動 4：不具合事例発表会の開催 

全社内で発生した不具合事例について定期的に発表会を開催し，情報を共有している． 

<課題> 

・業種的に，機械設計やハードウェア設計関連の発表が多く，ソフトウェアの発表の割 

  合は少ない．（元々外注で対応する場合が多いこともある） 

・不具合の改修コストも示されるため，影響をリアルに感じられるはあるが，全社で行 

う分，出席人数が役職者等に限られてしまい，情報が若手まで伝わりにくい． 

－1－
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付付録録 22..  勘勘所所集集  

◆◆組組みみ込込みみ系系ソソフフトトウウェェアア 11((通通信信機機器器))  

ト
リ
ガ
ー

ポ
イ
ン
ト

サ
ブ
ワ
ー
ド

過
去
の
不
具
合
事
例

参
照
先

（
年
度
，
製
品
，
不
具
合
管
理
N
o
）

影
響

（
発
覚
し
た
工
程
，
改
修
に
要
し
た
工

数
）

指
摘
観
点

（
レ
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
）

-
・
対
向
機
器
と
の
送
受
信
タ
イ
ミ
ン
グ
の
ズ
レ
に
よ
り
，
デ
ー
タ
の
欠
損
が
発
生

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

リ
リ
ー
ス
後
，
○
○
H

・
接
続
先
の
機
器
と
の
送
受
信
タ
イ
ミ
ン
グ
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
か

・
リ
ト
ラ
イ
の
処
理
を
入
れ
て
い
る
か

-

・
受
信
処
理
前
に
バ
ッ
フ
ァ
ク
リ
ア
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
，
ゴ
ミ
が
入
っ
た
状
態
で
受
信

し
て
し
ま
う

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

リ
リ
ー
ス
後
，
○
○
H

・
受
信
前
に
バ
ッ
フ
ァ
ク
リ
ア
が
行
わ
れ
て
い
る
か

・
バ
ッ
フ
ァ
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
の
対
策
は
さ
れ
て
い
る
か

-
・
ポ
ー
リ
ン
グ
処
理
で
無
応
答
が
継
続
す
る
条
件
が
あ
り
，
処
理
が
フ
リ
ー
ズ

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
験
，
○
○
H

・
ポ
ー
リ
ン
グ
の
場
合
，
無
応
答
で
待
機
状
態
の
ま
ま
を
回
避
し
て
い
る
か

R
S
2
3
2
C

・
対
向
機
器
側
と
フ
ロ
ー
制
御
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
ず
，
電
文
が
正
常
に
送
れ
な
い

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
験
，
○
○
H

・
フ
ロ
ー
制
御
は
実
装
し
て
い
る
か

R
S
4
8
5

・
電
文
デ
ー
タ
サ
イ
ズ
が
大
き
い
場
合
に
，
送
信
終
了
前
に
受
信
切
り
替
え
タ
イ
ミ
ン
グ

が
来
て
し
ま
い
，
電
文
デ
ー
タ
が
欠
損

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

詳
細
設
計
，
○
○
H

・
送
受
信
の
切
り
替
え
タ
イ
ミ
ン
グ
が
全
て
の
送
受
信
処
理
を
考
慮
し
て
い
る
か

シ
リ
ア
ル
通
信

・
デ
ー
タ
ビ
ッ
ト
サ
イ
ズ
を
変
更
し
た
際
に
，
最
上
位
bi
tを
マ
ス
ク
し
て
お
ら
ず
，
デ
ー
タ

が
文
字
化
け

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

リ
リ
ー
ス
後
，
○
○
H

・
通
信
仕
様
変
更
時
の
ビ
ッ
ト
読
出
し
状
態
に
つ
い
て
考
慮
し
て
い
る
か

コ
マ
ン
ド
・
電
文

・
区
切
り
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
，
対
向
機
器
側
と
協
調
が
と
れ
て
お
ら
ず
，
結
合
試
験
で
通

信
失
敗

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
験
，
○
○
H

・
通
信
仕
様
変
更
時
の
ビ
ッ
ト
読
出
し
状
態
に
つ
い
て
考
慮
し
て
い
る
か

設
定
変
更

・
装
置
の
接
続
数
が
最
大
の
設
定
の
時
，
一
括
操
作
で
正
常
動
作
と
な
ら
な
い
タ
イ
ミ

ン
グ
が
あ
っ
た

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
験
，
○
○
H

・
最
大
数
の
設
定
で
の
動
作
確
認
で
き
て
い
る
か

-

・
割
込
み
禁
止
処
理
を
せ
ず
に
，
タ
ス
ク
と
ド
ラ
イ
バ
で
同
時
に
同
じ
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス

し
て
し
ま
い
，
状
態
不
一
致
が
発
生

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
験
，
○
○
H

・
デ
ー
タ
更
新
を
行
う
場
合
，
他
の
処
理
か
ら
の
デ
ー
タ
参
照
，
コ
ピ
ー
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
同
じ
デ
ー
タ
に
対
し
て
同

時
ア
ク
セ
ス
が
可
能
な
場
合
は
，
割
込
み
禁
止
-
許
可
を
行
う

-
・
割
込
み
禁
止
後
の
許
可
の
処
理
が
行
わ
れ
な
い
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
，
装
置
が
フ
リ
ー

ズ
→
自
己
リ
セ
ッ
ト

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
験
，
○
○
H

・
割
込
み
禁
止
後
に
許
可
さ
れ
な
い
状
態
が
継
続
し
な
い
か

-

・
リ
セ
ッ
ト
の
種
類
に
よ
っ
て
リ
セ
ッ
ト
後
の
値
が
レ
ジ
ス
タ
に
よ
り
異
な
る

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

詳
細
設
計
，
○
○
H

・
レ
ジ
ス
タ
に
よ
っ
て
は
，
リ
セ
ッ
ト
（
ハ
ー
ド
/
ソ
フ
ト
）
の
種
類
が
異
な
る
と
初
期
化
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
な
い
も
の

が
あ
る
の
で
注
意
す
る

ソ
フ
ト
リ
セ
ッ
ト

・
リ
セ
ッ
ト
レ
ジ
ス
タ
を
操
作
す
る
前
に
プ
ロ
テ
ク
ト
ビ
ッ
ト
を
操
作
す
る
必
要
が
あ
る
場

合
が
あ
る
が
，
リ
セ
ッ
ト
レ
ジ
ス
タ
の
み
を
操
作
し
て
お
り
リ
セ
ッ
ト
が
か
か
ら
な
い

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

詳
細
設
計
，
○
○
H

・
リ
セ
ッ
ト
実
行
時
の
手
順
に
つ
い
て
，
ユ
ー
ザ
ー
ズ
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
で
確
認
し
た
か

メ
ー
カ
に
対
し
て
，
検
討
し
た
処
理
手
順
で
問
題
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
と
よ
い

-

・
メ
モ
リ
の
ア
ク
セ
ス
に
時
間
が
長
く
，
連
続
処
理
失
敗
や
異
常
監
視
リ
セ
ッ
ト
が
発
生

し
た

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
験
，
○
○
H

・
異
常
監
視
を
行
っ
て
い
る
場
合
，
ア
ク
セ
ス
時
間
が
監
視
時
間
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
か

・
監
視
時
間
の
設
計
で
，
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
の
兼
ね
合
い
で
最
大
値
に
で
き
な
い
場
合
は
試
験
等
で
担
保
が
取

れ
て
い
る
か

-

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ー
タ
と
記
録
デ
ー
タ
の
領
域
を
メ
モ
リ
内
に
共
通
で
確
保
し
て
い
る
場

合
，
記
録
処
理
に
よ
る
書
込
み
頻
度
が
多
く
，
メ
モ
リ
の
書
き
換
え
の
最
大
回
数
に
到

達
し
た

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

詳
細
設
計
，
○
○
H

・
メ
モ
リ
ア
ク
セ
ス
の
頻
度
が
制
限
回
数
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る

（
正
常
系
の
ロ
グ
を
記
録
す
る
場
合
な
ど
は
注
意
）

-

・
メ
モ
リ
書
込
み
処
理
中
に
停
電
ま
た
は
リ
セ
ッ
ト
が
発
生
す
る
と
，
以
降
復
帰
し
な
く

な
っ
た

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
験
，
○
○
H

・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ク
セ
ス
時
と
他
の
処
理
が
重
複
し
た
場
合
に
双
方
の
処
理
に
影
響
が
な
い
か

・
書
込
み
/
読
出
し
の
途
中
で
停
電
ま
た
は
リ
セ
ッ
ト
が
発
生
し
た
場
合
の
挙
動
は
考
慮
さ
れ
て
い
る
か

-

・
類
似
装
置
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
そ
の
ま
ま
適
用
し
た
こ
と
で
メ
モ
リ
ク
リ
ア
処
理
の
サ
イ
ズ
誤

り
に
気
が
つ
か
ず
に
，
意
図
し
な
い
メ
モ
リ
領
域
の
情
報
ま
で
ク
リ
ア
し
て
し
ま
っ
た

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

リ
リ
ー
ス
後
，
○
○
H

・
ス
タ
ッ
ク
，
ヒ
ー
プ
用
の
領
域
と
重
複
し
な
い
か

・
流
用
し
た
ソ
フ
ト
が
あ
る
場
合
，
メ
モ
リ
サ
イ
ズ
の
確
認
は
で
き
て
い
る
か

-
・
元
の
保
存
デ
ー
タ
が
読
み
出
さ
れ
た
時
に
，
改
修
後
の
ソ
フ
ト
動
作
が
異
常

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
験
，
○
○
H

・
変
更
前
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
外
部
メ
モ
リ
に
書
込
ま
れ
た
デ
ー
タ
を
読
出
し
て
も
異
常
に
な
ら
な
い
か

外
部
メ
モ
リ

（
E
E
P
R
O
M
）

・
I2
C
ア
ク
セ
ス
中
に
リ
セ
ッ
ト
が
発
生
す
る
と
，
以
後
E
E
P
R
O
M
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
く

な
っ
た

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

リ
リ
ー
ス
後
，
○
○
H

・
I2
C
通
信
フ
リ
ー
ズ
を
考
慮
し
て
リ
セ
ッ
ト
シ
ー
ケ
ン
ス
処
理
を
入
れ
て
い
る
か

タ
イ
マ

-

・
無
応
答
や
異
常
を
監
視
す
る
タ
イ
マ
の
場
合
，
正
常
応
答
後
の
タ
イ
マ
停
止
が
抜
け

て
，
待
ち
状
態
で
は
な
い
時
に
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
イ
ベ
ン
ト
が
発
生

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
験
，
○
○
H

・
応
答
待
ち
で
使
用
す
る
場
合
に
，
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
と
応
答
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ど
ち
ら
が
先
に
な
っ
て
も
正
常
に
動

作
す
る
か

カ
レ
ン
ダ
ー

-

・
う
る
う
年
，
う
る
う
秒
に
よ
る
動
作
異
常
の
発
生

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
験
，
○
○
H

・
カ
レ
ン
ダ
ー
情
報
に
応
じ
て
特
定
の
処
理
を
行
う
場
合
に
，
う
る
う
年
．
う
る
う
秒
の
場
合
に
異
常
に
な
ら
な
い
よ

う
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
か

外
部
I/
F

（
通
信
）

割
込
み

リ
セ
ッ
ト

メ
モ
リ

－2－
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◆◆組組みみ込込みみ系系ソソフフトトウウェェアア 11((通通信信機機器器))

ト
リ
ガ
ー

ポ
イ
ン
ト

サ
ブ
ワ
ー
ド

過
去
の
不
具
合
事
例

参
照
先

（
年
度
，
製
品
，
不
具
合
管
理
N
o
）

影
響

（
発
覚
し
た
工
程
，
改
修
に
要
し
た
工

数
）

指
摘
観
点

（
レ
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
）

-
・
対
向
機
器
と
の
送
受
信
タ
イ
ミ
ン
グ
の
ズ
レ
に
よ
り
，
デ
ー
タ
の
欠
損
が
発
生

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

リ
リ
ー
ス
後
，
○
○
H

・
接
続
先
の
機
器
と
の
送
受
信
タ
イ
ミ
ン
グ
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
か

・
リ
ト
ラ
イ
の
処
理
を
入
れ
て
い
る
か

-

・
受
信
処
理
前
に
バ
ッ
フ
ァ
ク
リ
ア
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
，
ゴ
ミ
が
入
っ
た
状
態
で
受
信

し
て
し
ま
う

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

リ
リ
ー
ス
後
，
○
○
H

・
受
信
前
に
バ
ッ
フ
ァ
ク
リ
ア
が
行
わ
れ
て
い
る
か

・
バ
ッ
フ
ァ
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
の
対
策
は
さ
れ
て
い
る
か

-
・
ポ
ー
リ
ン
グ
処
理
で
無
応
答
が
継
続
す
る
条
件
が
あ
り
，
処
理
が
フ
リ
ー
ズ

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
験
，
○
○
H

・
ポ
ー
リ
ン
グ
の
場
合
，
無
応
答
で
待
機
状
態
の
ま
ま
を
回
避
し
て
い
る
か

R
S
2
3
2
C

・
対
向
機
器
側
と
フ
ロ
ー
制
御
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
ず
，
電
文
が
正
常
に
送
れ
な
い

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
験
，
○
○
H

・
フ
ロ
ー
制
御
は
実
装
し
て
い
る
か

R
S
4
8
5

・
電
文
デ
ー
タ
サ
イ
ズ
が
大
き
い
場
合
に
，
送
信
終
了
前
に
受
信
切
り
替
え
タ
イ
ミ
ン
グ

が
来
て
し
ま
い
，
電
文
デ
ー
タ
が
欠
損

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

詳
細
設
計
，
○
○
H

・
送
受
信
の
切
り
替
え
タ
イ
ミ
ン
グ
が
全
て
の
送
受
信
処
理
を
考
慮
し
て
い
る
か

シ
リ
ア
ル
通
信

・
デ
ー
タ
ビ
ッ
ト
サ
イ
ズ
を
変
更
し
た
際
に
，
最
上
位
bi
tを
マ
ス
ク
し
て
お
ら
ず
，
デ
ー
タ

が
文
字
化
け

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

リ
リ
ー
ス
後
，
○
○
H

・
通
信
仕
様
変
更
時
の
ビ
ッ
ト
読
出
し
状
態
に
つ
い
て
考
慮
し
て
い
る
か

コ
マ
ン
ド
・
電
文

・
区
切
り
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
，
対
向
機
器
側
と
協
調
が
と
れ
て
お
ら
ず
，
結
合
試
験
で
通

信
失
敗

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
験
，
○
○
H

・
通
信
仕
様
変
更
時
の
ビ
ッ
ト
読
出
し
状
態
に
つ
い
て
考
慮
し
て
い
る
か

設
定
変
更

・
装
置
の
接
続
数
が
最
大
の
設
定
の
時
，
一
括
操
作
で
正
常
動
作
と
な
ら
な
い
タ
イ
ミ

ン
グ
が
あ
っ
た

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
験
，
○
○
H

・
最
大
数
の
設
定
で
の
動
作
確
認
で
き
て
い
る
か

-

・
割
込
み
禁
止
処
理
を
せ
ず
に
，
タ
ス
ク
と
ド
ラ
イ
バ
で
同
時
に
同
じ
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス

し
て
し
ま
い
，
状
態
不
一
致
が
発
生

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
験
，
○
○
H

・
デ
ー
タ
更
新
を
行
う
場
合
，
他
の
処
理
か
ら
の
デ
ー
タ
参
照
，
コ
ピ
ー
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
同
じ
デ
ー
タ
に
対
し
て
同

時
ア
ク
セ
ス
が
可
能
な
場
合
は
，
割
込
み
禁
止
-
許
可
を
行
う

-
・
割
込
み
禁
止
後
の
許
可
の
処
理
が
行
わ
れ
な
い
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
，
装
置
が
フ
リ
ー

ズ
→
自
己
リ
セ
ッ
ト

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
験
，
○
○
H

・
割
込
み
禁
止
後
に
許
可
さ
れ
な
い
状
態
が
継
続
し
な
い
か

-

・
リ
セ
ッ
ト
の
種
類
に
よ
っ
て
リ
セ
ッ
ト
後
の
値
が
レ
ジ
ス
タ
に
よ
り
異
な
る

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

詳
細
設
計
，
○
○
H

・
レ
ジ
ス
タ
に
よ
っ
て
は
，
リ
セ
ッ
ト
（
ハ
ー
ド
/
ソ
フ
ト
）
の
種
類
が
異
な
る
と
初
期
化
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
な
い
も
の

が
あ
る
の
で
注
意
す
る

ソ
フ
ト
リ
セ
ッ
ト

・
リ
セ
ッ
ト
レ
ジ
ス
タ
を
操
作
す
る
前
に
プ
ロ
テ
ク
ト
ビ
ッ
ト
を
操
作
す
る
必
要
が
あ
る
場

合
が
あ
る
が
，
リ
セ
ッ
ト
レ
ジ
ス
タ
の
み
を
操
作
し
て
お
り
リ
セ
ッ
ト
が
か
か
ら
な
い

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

詳
細
設
計
，
○
○
H

・
リ
セ
ッ
ト
実
行
時
の
手
順
に
つ
い
て
，
ユ
ー
ザ
ー
ズ
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
で
確
認
し
た
か

メ
ー
カ
に
対
し
て
，
検
討
し
た
処
理
手
順
で
問
題
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
と
よ
い

-

・
メ
モ
リ
の
ア
ク
セ
ス
に
時
間
が
長
く
，
連
続
処
理
失
敗
や
異
常
監
視
リ
セ
ッ
ト
が
発
生

し
た

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
験
，
○
○
H

・
異
常
監
視
を
行
っ
て
い
る
場
合
，
ア
ク
セ
ス
時
間
が
監
視
時
間
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
か

・
監
視
時
間
の
設
計
で
，
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
の
兼
ね
合
い
で
最
大
値
に
で
き
な
い
場
合
は
試
験
等
で
担
保
が
取

れ
て
い
る
か

-

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ー
タ
と
記
録
デ
ー
タ
の
領
域
を
メ
モ
リ
内
に
共
通
で
確
保
し
て
い
る
場

合
，
記
録
処
理
に
よ
る
書
込
み
頻
度
が
多
く
，
メ
モ
リ
の
書
き
換
え
の
最
大
回
数
に
到

達
し
た

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

詳
細
設
計
，
○
○
H

・
メ
モ
リ
ア
ク
セ
ス
の
頻
度
が
制
限
回
数
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る

（
正
常
系
の
ロ
グ
を
記
録
す
る
場
合
な
ど
は
注
意
）

-

・
メ
モ
リ
書
込
み
処
理
中
に
停
電
ま
た
は
リ
セ
ッ
ト
が
発
生
す
る
と
，
以
降
復
帰
し
な
く

な
っ
た

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
験
，
○
○
H

・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ク
セ
ス
時
と
他
の
処
理
が
重
複
し
た
場
合
に
双
方
の
処
理
に
影
響
が
な
い
か

・
書
込
み
/
読
出
し
の
途
中
で
停
電
ま
た
は
リ
セ
ッ
ト
が
発
生
し
た
場
合
の
挙
動
は
考
慮
さ
れ
て
い
る
か

-

・
類
似
装
置
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
そ
の
ま
ま
適
用
し
た
こ
と
で
メ
モ
リ
ク
リ
ア
処
理
の
サ
イ
ズ
誤

り
に
気
が
つ
か
ず
に
，
意
図
し
な
い
メ
モ
リ
領
域
の
情
報
ま
で
ク
リ
ア
し
て
し
ま
っ
た

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

リ
リ
ー
ス
後
，
○
○
H

・
ス
タ
ッ
ク
，
ヒ
ー
プ
用
の
領
域
と
重
複
し
な
い
か

・
流
用
し
た
ソ
フ
ト
が
あ
る
場
合
，
メ
モ
リ
サ
イ
ズ
の
確
認
は
で
き
て
い
る
か

-
・
元
の
保
存
デ
ー
タ
が
読
み
出
さ
れ
た
時
に
，
改
修
後
の
ソ
フ
ト
動
作
が
異
常

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
験
，
○
○
H

・
変
更
前
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
外
部
メ
モ
リ
に
書
込
ま
れ
た
デ
ー
タ
を
読
出
し
て
も
異
常
に
な
ら
な
い
か

外
部
メ
モ
リ

（
E
E
P
R
O
M
）

・
I2
C
ア
ク
セ
ス
中
に
リ
セ
ッ
ト
が
発
生
す
る
と
，
以
後
E
E
P
R
O
M
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
く

な
っ
た

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

リ
リ
ー
ス
後
，
○
○
H

・
I2
C
通
信
フ
リ
ー
ズ
を
考
慮
し
て
リ
セ
ッ
ト
シ
ー
ケ
ン
ス
処
理
を
入
れ
て
い
る
か

タ
イ
マ

-

・
無
応
答
や
異
常
を
監
視
す
る
タ
イ
マ
の
場
合
，
正
常
応
答
後
の
タ
イ
マ
停
止
が
抜
け

て
，
待
ち
状
態
で
は
な
い
時
に
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
イ
ベ
ン
ト
が
発
生

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
験
，
○
○
H

・
応
答
待
ち
で
使
用
す
る
場
合
に
，
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
と
応
答
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ど
ち
ら
が
先
に
な
っ
て
も
正
常
に
動

作
す
る
か

カ
レ
ン
ダ
ー

-

・
う
る
う
年
，
う
る
う
秒
に
よ
る
動
作
異
常
の
発
生

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
験
，
○
○
H

・
カ
レ
ン
ダ
ー
情
報
に
応
じ
て
特
定
の
処
理
を
行
う
場
合
に
，
う
る
う
年
．
う
る
う
秒
の
場
合
に
異
常
に
な
ら
な
い
よ

う
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
か

外
部
I/
F

（
通
信
）

割
込
み

リ
セ
ッ
ト

メ
モ
リ
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ト
リ
ガ
ー

ポ
イ
ン
ト

サ
ブ
ワ
ー
ド

過
去
の
不
具
合
事
例

参
照
先

（
年
度
，
製
品
，
不
具
合
管
理
N
o
）

影
響

（
発
覚
し
た
工
程
，
改
修
に
要
し
た
工

数
）

指
摘
観
点

（
レ
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
）

--

・
ノ
イ
ズ
を
入
力
イ
ベ
ン
ト
と
誤
検
知
し
て
，
制
御
を
行
っ
て
し
ま
う

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

リ
リ
ー
ス
後
，
○
○
H

・
接
点
入
力
の
場
合
，
チ
ャ
タ
リ
ン
グ
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
た
設
計
に
な
っ
て
い
る
か

--

・
制
御
時
間
が
短
く
，
受
け
側
が
認
識
で
き
な
い

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

リ
リ
ー
ス
後
，
○
○
H

・
最
短
制
御
時
間
を
確
認
し
て
い
る
か

・
電
流
の
入
力
で
，
0
m
A
の
時
の
値
と
，
最
大
の
時
の
値
が
共
に
同
じ
値
（
F
F
F
F
h
）
と

な
り
，
表
示
エ
ラ
ー
と
な
る

入
力
が
未
接
続
の
場
合
も
同
様

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
験
，
○
○
H

・
入
力
範
囲
の
最
大
時
，
最
小
時
の
値
を
考
慮
し
た
設
計
に
な
っ
て
い
る
か

・
外
部
I/
F
が
未
接
続
時
の
値
を
考
慮
し
て
い
る
か

・
A
/
D
入
力
に
お
い
て
最
大
値
7
F
F
F
h
を
オ
ー
バ
ー
す
る
演
算
（
1
6
bi
tA
D
デ
ー
タ
に
補

正
を
か
け
る
場
合
）
が
あ
る
と
，
演
算
結
果
が
逆
符
号
と
な
る

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
験
，
○
○
H

・
演
算
最
大
値
を
考
慮
し
て
い
る
か

・
操
作
結
果
の
チ
ェ
ッ
ク
処
理
で
，
リ
レ
ー
の
挙
動
に
よ
っ
て
は
期
待
値
と
不
整
合
が
起

き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
り
，
異
常
を
検
出

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
験
，
○
○
H

・
ソ
フ
ト
の
チ
ェ
ッ
ク
処
理
の
内
容
と
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
（
リ
レ
ー
の
挙
動
）
の
関
係
を
確
認
し
て
い
る
か

・
機
種
設
定
の
組
合
せ
パ
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
，
A
/
D
変
換
の
乗
率
を
求
め
て
い
た
が
組

合
せ
に
よ
っ
て
，
計
測
値
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
(ス
ケ
ー
ル
オ
ー
バ
ー
)

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
験
，
○
○
H

・
最
大
値
の
設
定
で
の
動
作
確
認
で
き
て
い
る
か

・
動
作
回
数
が
，
リ
レ
ー
の
寿
命
回
数
を
オ
ー
バ
ー
し
，
機
器
故
障
が
発
生

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

リ
リ
ー
ス
後
，
○
○
H

・
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
に
よ
っ
て
は
，
制
御
回
数
の
寿
命
を
確
認
し
，
制
限
す
る
設
計
を
し
て
い
る
か

・
液
晶
表
示
に
お
い
て
常
時
通
電
（
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
，
液
晶
表
示
）
し
寿
命
が
低
下

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

リ
リ
ー
ス
後
，
○
○
H

・
自
動
消
灯
機
能
を
つ
け
て
い
る
か

-
・
対
向
機
器
と
の
送
受
信
タ
イ
ミ
ン
グ
の
ズ
レ
に
よ
り
，
デ
ー
タ
の
欠
損
が
発
生

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

リ
リ
ー
ス
後
，
○
○
H

・
接
続
先
の
機
器
と
の
送
受
信
タ
イ
ミ
ン
グ
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
か

・
リ
ト
ラ
イ
の
処
理
を
入
れ
て
い
る
か

-

・
受
信
処
理
前
に
バ
ッ
フ
ァ
ク
リ
ア
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
，
ゴ
ミ
が
入
っ
た
状
態
で
受
信

し
て
し
ま
う

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

リ
リ
ー
ス
後
，
○
○
H

・
受
信
前
に
バ
ッ
フ
ァ
ク
リ
ア
が
行
わ
れ
て
い
る
か

・
バ
ッ
フ
ァ
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
の
対
策
は
さ
れ
て
い
る
か

R
S
2
3
2
C

・
対
向
機
器
側
と
フ
ロ
ー
制
御
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
ず
，
電
文
が
正
常
に
送
れ
な
い

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
験
，
○
○
H

・
フ
ロ
ー
制
御
は
実
装
し
て
い
る
か

コ
マ
ン
ド
・
電
文

・
区
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り
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
，
対
向
機
器
側
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協
調
が
と
れ
て
お
ら
ず
，
結
合
試
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通

信
失
敗

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
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○
○
H

・
通
信
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変
更
時
の
ビ
ッ
ト
読
出
し
状
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に
つ
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て
考
慮
し
て
い
る
か

設
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変
更
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デ
フ
ォ
ル
ト
値
を
元
に
除
算
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パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
を
す
る
処
理
で
，
値
を
変
更
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
，
結
果
が
割
り
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な
い
値
と
な
り
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誤
差
が
発
生

2
0
xx
，
○
○
○
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D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
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○
H
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で
演
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処
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誤
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-
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定
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割
込
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処
理
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/
D
割
込
み
)で
動
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す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
，
割
込
み
時
の

処
理
を
増
や
し
た
結
果
，
シ
リ
ア
ル
通
信
の
割
込
み
処
理
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実
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さ
れ
な
い
タ
イ
ミ
ン

グ
が
あ
り
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デ
ー
タ
が
欠
落

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
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，
○
○
H
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込
み
処
理
の
処
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間
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通
信
ボ
ー
レ
ー
ト
の
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係
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確
認
し
て
い
る
か
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割
込
み
処
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が
入
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に
よ
り
，
メ
イ
ン
処
理
の
動
作
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停
止
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へ
の
影
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を
考
慮
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る
か

-

・
割
込
み
禁
止
処
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せ
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に
，
タ
ス
ク
と
ド
ラ
イ
バ
で
同
時
に
同
じ
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス

し
て
し
ま
い
，
状
態
不
一
致
が
発
生

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
験
，
○
○
H

・
デ
ー
タ
更
新
を
行
う
場
合
，
他
の
処
理
か
ら
の
デ
ー
タ
参
照
，
コ
ピ
ー
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
同
じ
デ
ー
タ
に
対
し
て

同
時
ア
ク
セ
ス
が
可
能
な
場
合
は
，
割
込
み
禁
止
-
許
可
を
行
う

リ
セ
ッ
ト

-

・
リ
セ
ッ
ト
の
種
類
に
よ
っ
て
リ
セ
ッ
ト
後
の
値
が
レ
ジ
ス
タ
に
よ
り
異
な
る

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

詳
細
設
計
，
○
○
H

・
レ
ジ
ス
タ
に
よ
っ
て
は
，
リ
セ
ッ
ト
（
ハ
ー
ド
/
ソ
フ
ト
）
の
種
類
が
異
な
る
と
初
期
化
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
な
い
も

の
が
あ
る
の
で
注
意
す
る

-

・
メ
モ
リ
書
込
み
処
理
中
に
停
電
ま
た
は
リ
セ
ッ
ト
が
発
生
す
る
と
，
以
降
復
帰
し
な
く

な
っ
た

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
験
，
○
○
H

・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ク
セ
ス
時
と
他
の
処
理
が
重
複
し
た
場
合
に
双
方
の
処
理
に
影
響
が
な
い
か

・
書
込
み
/
読
出
し
の
途
中
で
停
電
ま
た
は
リ
セ
ッ
ト
が
発
生
し
た
場
合
の
挙
動
は
考
慮
さ
れ
て
い
る
か

外
部
メ
モ
リ

（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
）

・
書
き
換
え
中
の
排
他
処
理
に
不
備
が
あ
り
，
他
処
理
か
ら
書
き
込
み
が
発
生
し
て
書

き
込
み
デ
ー
タ
が
破
損
し
た

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
験
，
○
○
H

・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
領
域
ア
ク
セ
ス
時
の
排
他
制
御
を
確
認
し
て
い
る
か

・
ガ
ー
ベ
ジ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
発
生
し
に
く
い
設
計
と
し
た
か

（
O
S
起
動
時
に
大
量
の
フ
ァ
イ
ル
を
削
除
し
て
い
る
，
頻
繁
に
フ
ラ
ッ
シ
ュ
へ
ロ
グ
を
記
録
し
て
い
る
場
合
は
注

意
が
必
要
）

タ
イ
マ

-
・
タ
イ
マ
の
ク
ロ
ッ
ク
誤
差
が
最
大
と
な
る
と
処
理
異
常
と
な
る

2
0
xx
，
○
○
○
，
D
O
C
*
*
*
*
*

結
合
試
験
，
○
○
H

・
タ
イ
マ
の
誤
差
精
度
は
考
慮
し
て
い
る
か
（
最
悪
値
で
動
作
し
て
も
他
の
処
理
に
影
響
し
な
い
こ
と
）

外
部
I/
F

（
制
御
）

外
部
I/
F

（
通
信
）

割
込
み

メ
モ
リ

入
力
・
操
作

出
力
・
表
示
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◆◆エエンンタターーププラライイズズ系系ソソフフトトウウェェアア  
トト
リリ
ガガ
ーー

ポポ
イイ
ンン
トト

ササ
ブブ
ワワ
ーー
ドド

過過
去去
のの
不不
具具
合合
事事
例例

参参
照照
先先

（（
年年
度度
、、
製製
品品
、、
不不
具具
合合
管管
理理

NN
oo
））

影影
響響

（（
発発
覚覚
しし
たた
工工
程程
、、
改改
修修
にに
要要

しし
たた
工工
数数
・・
金金
額額
））

指指
摘摘
観観
点点
（（
レレ
ビビ
ュュ
ーー
ポポ
イイ
ンン
トト
））

画
面
デ
ザ
イ
ン
（
統
一
）

-
２
０
ｘ
ｘ
，
〇
〇
〇
，
D
O
C
*
*
*
*
*

詳
細
設
計
，
２
人
日

他
画
面
と
の
デ
ザ
イ
ン
を
統
一
す
る
。

　
・
開
始
位
置
、
文
字
間
、
文
字
サ
イ
ズ

-
２
０
ｘ
ｘ
，
〇
〇
〇
，
D
O
C
*
*
*
*
*

詳
細
設
計
，
０
．
５
人
日

表
の
接
線
が
未
接
続
・
突
出
が
な
い
こ
と
。

-
２
０
ｘ
ｘ
，
〇
〇
〇
，
D
O
C
*
*
*
*
*

詳
細
設
計
，
０
．
５
人
日

【
表
題
】
枠
の
左
右
中
央
に
項
目
が
あ
る
か

-
２
０
ｘ
ｘ
，
〇
〇
〇
，
D
O
C
*
*
*
*
*

詳
細
設
計
，
０
．
５
人
日

【
表
題
以
外
】
枠
の
左
右
中
央
に
項
目
が
あ
る
か

タ
ブ
順

-
２
０
ｘ
ｘ
，
〇
〇
〇
，
D
O
C
*
*
*
*
*

納
品
後
，
０
．
５
人
日

入
力
し
な
い
項
目
か
ら
の
タ
ブ
順
を
考
慮
し
て
い
る
か

帳
票

桁
数

-
２
０
ｘ
ｘ
，
〇
〇
〇
，
D
O
C
*
*
*
*
*

テ
ス
ト
実
施
，
０
．
１
人
日

最
大
桁
数
で
値
が
重
な
る
が
、
問
題
な
い
旨
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
記
載
す
る
。

（
顧
客
了
承
し
て
い
る
た
め
）

変
数
・
定
数

-
２
０
ｘ
ｘ
，
〇
〇
〇
，
D
O
C
*
*
*
*
*

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
，
０
．
５
人
日

変
数
の
先
頭
文
字
は
小
文
字
に
す
る
。

定
数
の
先
頭
文
字
は
大
文
字
に
す
る
。

コ
メ
ン
ト

-
２
０
ｘ
ｘ
，
〇
〇
〇
，
D
O
C
*
*
*
*
*

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
，
０
．
５
人
日

他
画
面
と
の
コ
メ
ン
ト
を
統
一
す
る
。

　
・
開
始
位
置
、
記
載
内
容
、
空
白

コ
ー
デ
ィ
ン
グ

-
２
０
ｘ
ｘ
，
〇
〇
〇
，
D
O
C
*
*
*
*
*

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
，
２
．
０
人
日

他
画
面
と
の
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
統
一
す
る
。

　
・
開
始
位
置
、
記
載
内
容
、
空
白

画
面

画
面
デ
ザ
イ
ン
（
表
）

共
通
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い
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た
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先
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字
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コ
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グ
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５
人
日

他
画
面
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コ
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一
す
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。
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位
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、
記
載
内
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空
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コ
ー
デ
ィ
ン
グ

-
２
０
ｘ
ｘ
，
〇
〇
〇
，
D
O
C
*
*
*
*
*

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
，
２
．
０
人
日

他
画
面
と
の
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
統
一
す
る
。

　
・
開
始
位
置
、
記
載
内
容
、
空
白

画
面

画
面
デ
ザ
イ
ン
（
表
）

共
通
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付付録録 33..  勘勘所所集集ををママイインンドドママッッププ化化ししたた例例  

  勘所集の共有に当たり，マインドマップは表と比較して構造的に全体を把握しやすい

というメリットがあるため，参考までに付録 2 のエンタープライズ系ソフトウェアをマ

インドマップ化した例を示す．  

－5－




